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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自

の活動を以下に留意して記載をしてください。 

a. 特に学術的に重要と考えられるもの

• 診療ガイドラインの策定：2023 年に「エビデンスに基づく CKD 診療ガイドライン」を 5 年ぶりに改

訂し、学会として慢性腎臓病に対する標準治療法を提示した。その他にも「血尿診断ガイドライン」、

「がん薬物療法時における腎障害診療ガイドライン」などを他学会との協力で発出した。

• 学会主導研究の実現に向けての基盤整備：会員が統括する公的研究の成果発表会を年一回合同で行

い、成果の情報共有を行なっている。近年、厚生労働研究事業や国立研究開発法人日本医療研究開発

機構（AMED）の公募研究事業に採択される件数が増加し、活発な研究活動が行われている。

• 腎臓領域における基礎研究の推進：個別に基礎研究推進小委員会を設立し活性化を図っている。2023

年度より若手基礎研究フォーラムを立ち上げ、研究レベルの向上と連携強化を図っている。

• 学術集会の開催と内容の充実：当会主催のすべての学術集会にプログラム委員会を設け、会員全体の

診療・研究・教育のレベル向上に資する、広く学術的価値の高いプログラムを作成している。

ｂ.当該領域における国際的な役割 

• 米国腎臓学会、国際腎臓学会、欧州腎臓学会、アジア太平洋腎臓学会ほか、海外の様々な腎臓領域の

学会と leadership meeting を定期開催するなど密接に連携している。特に、当会理事長の南学正臣は

アジア太平洋腎臓学会理事長職に続いて現在は国際腎臓学会理事長を務めており、国際学会との連携

に多大な貢献をしている。 

• 2023 年には東京において国際 IgA 腎症研究会が成功裡に開催され、2024 年 9 月には京都において欧

州腎臓学会との合同シンポジウム（Kidney Health in Aging and Aged Societies）を、2026 年には横

浜にて国際腎臓学会総会（World Congress of Nephrology）を開催する予定である。

• このほか、本年の日本腎臓学会学術総会においても例年に引き続き、米国腎臓学会・国際腎臓学会・

欧州腎臓学会・アジア太平洋腎臓学会それぞれと合同シンポジウムが開催される予定であり、世界の

腎臓学・腎臓病学への貢献と更なる連携強化が期待される。

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

• 当会では、2018 年に策定された「腎疾患対策検討会報告書」に沿って活動することにより、腎臓病の

重症化予防と患者予後改善・QOL 向上による社会的貢献を行うべく活動している。

• 日本腎臓病協会と連携して疾患啓発を行い、慢性腎臓病が重症化する前に介入できるよう進めてい

る。また、日本医師会監修のもと策定した「かかりつけ医のための紹介基準」に基づき、より円滑な

病診連携が構築できるように努めている。

• 新型コロナウイルス感染症については、日本透析医会・日本透析医学会とともに合同委員会を構成し、

透析患者における感染者数を定期的に報告したほか、関連する情報を国民に提供した。また、サプリ

メント摂取後の腎障害が社会問題となった際にも速やかに調査を施行し、速やかな現状把握と情報公

開を行った。 

ｄ.学会運営上留意している点 



• 当会の活動指針として 2022 年に第二次 5 カ年計画を策定した。この計画は(1) 社会とのコミュニケ

ーション・連携、国民への啓発強化 (2) 人材育成・次世代への継承 (3) 臨床・登録事業・臨床研究

の強化 (4) 基礎研究の強化 (5) 国際連携協働の緊密化とグローバリゼーション (6) 学会運営の基

盤強化とダイバーシティを 6 つの柱として策定したものである。本会の活動はこの計画に沿って遂行

されているが、中間年となる今年度には中間評価を行う予定である。

• ダイバーシティ確保への取り組みとして理事・幹事・各委員会委員ともに女性比率のさらなる向上に

留意しているほか、地域性や専門性の多様性にも配慮している。学術集会においても演者や司会等の

主要な役割に女性と若手の登用を積極的に進めている。さらに医師以外の医療職や患者・患者家族が

参加できるような活動や学会プログラムの設定に心がけている。

• サステナビリティ確保の観点からも、引き続き若手の育成・登用を心がけている。新専門医制度の開

始、医師の働き方改革等、研修環境を取り巻く条件が変化する中、効率的、有機的に社会に貢献しつ

つ腎臓学・腎臓病学を発展させることのできる若手医師・医療スタッフの育成に力を入れている。

Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下

さい． 

• 当会理事長の南学正臣は日本内科学会理事長も務めており、同会との意思疎通は極めて良好であるだ

けでなく、引き続き各種委員会活動への参画等を通じて緊密に連携している。日本小児科学会および

日本泌尿器科学会からは当会の理事を 1 名ずつ推薦して頂いている。

• リーダーシップミーティング：日本透析医学会や日本糖尿病学会と定期的に開催している。

• 日本糖尿病学会・日本透析医学会・日本病態栄養学会との協力により糖尿病性腎症合同委員会を継続

的に開催し、主として糖尿病関連腎臓病に対する診療水準の向上を図っている。

• 日本透析医学会とは合同事業企画運営委員会を定期的に開催しており、双方の学術集会で合同シンポ

ジウムを開催している。また、関連専門職に関する資格認定制度など両学会が連携して取り組むべき

課題に対して連携して取り組んでいる。また、日本医療情報学会と定期的な合同委員会で議論を行っ

ているほか、学術集会で相互の合同シンポジウムを開催している。

• 診療ガイドライン：各分科会と合同作成や査読による参加を行い、相互に協力を行っている。


